
平成™š年š月™ 日 火曜日 (号外第�™号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
和
歌
山
県
田
辺
市
鮎
川
三
二
五
一
番
地
、
最
後

の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

西
原

文
市

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日

事
務
所
和
歌
山
県
田
辺
市
秋
津
町
二
〇
五
番
地
の

九

マ
ツ
シ
タ
オ
フ
ィ
ス

相
続
財
産
管
理
人

松
下

哲
也

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
県
福
山
市
沼
隈
町
大
字
中
山
南
七
一
八
番

地
二
、
最
後
の
住
所
広
島
県
福
山
市
沼
隈
町
大
字
中

山
南
六
四
六
番
地
一

被
相
続
人

亡

土
岡

文
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日

事
務
所
広
島
県
福
山
市
若
松
町
二
番
一
二
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

川
Ä

保
孝

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

境
内
・
墓
地
整
備
の
た
め
に
無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改

葬
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死

亡
者
の
縁
故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁

仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ

い
。平

成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日

一

墳
墓
等
所
在
地

群
馬
県
前
橋
市
野
中
町
一
八
七
番

地
一

墳
墓
等
の
名
称

大
泉
寺
墓
地
及
び
大
輪
殿
（
納
骨

堂
）

一

死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

森
田
廣
司
、田
村
光
代
、

松
川
勇
、
石
井
ミ
チ
コ
、
小
沢
か
の
、松
島
笹
沢
小
林
、

野
村
家
、
森
田
恒
忠
、
そ
の
他
不
詳

一

改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

群
馬
県
前
橋
市
野
中
町

一
八
七

宗
教
法
人
大
泉
寺

住
職

過
外

善
雄

特
定
社
債
権
者
集
会
招
集
公
告

特
定
社
債
権
者
各
位

左
記
の
と
お
り
天
神
坂
特
定
目
的
会
社
第
一
回
一
般
担

保
付
特
定
社
債
（
適
格
機
関
投
資
家
限
定
）（
以
下
「
本
特

定
社
債
」
と
い
い
ま
す
。）の
特
定
社
債
権
者
集
会
（
以
下

「
本
集
会
」
と
い
い
ま
す
。）を
開
催
致
し
ま
す
の
で
公
告

致
し
ま
す
。

ü

二
〇
一
一
年
三
月
に
到
来
す
る
支
払
期
日
ま
で
の

期
間
の
各
支
払
期
日

な
し

@

二
〇
一
一
年
六
月
に
到
来
す
る
支
払
期
日
か
ら
二

〇
一
四
年
十
二
月
に
到
来
す
る
支
払
期
日
ま
で
の
期

間
の
各
支
払
期
日

二
〇
一
一
年
六
月
は
金
九
百
八
十
万
四
千
円
と

し
、
二
〇
一
一
年
九
月
及
び
二
〇
一
一
年
十
二
月
は

金
九
百
五
十
七
万
六
千
円
と
し
、二
〇
一
二
年
三
月
、

二
〇
一
二
年
六
月
及
び
二
〇
一
二
年
九
月
は
金
七
百

二
十
九
万
六
千
円
と
し
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
は
金

七
百
六
万
八
千
円
と
し
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
二
〇

一
三
年
六
月
及
び
二
〇
一
三
年
九
月
は
金
七
百
二
十

九
万
六
千
円
と
し
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
は
金
七
百

六
万
八
千
円
と
し
、
二
〇
一
四
年
三
月
及
び
二
〇
一

四
年
六
月
は
金
千
三
万
二
千
円
と
し
、
二
〇
一
四
年

九
月
及
び
二
〇
一
四
年
十
二
月
は
金
九
百
八
十
万
四

千
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
支
払
期
日
に
お
け
る
本
特
定
社
債

に
か
か
る
支
払
期
限
の
到
来
し
た
手
数
料
、
費
用
、

損
害
金
、
利
息
、
元
本
及
び
社
債
支
払
補
償
人
に
対

す
る
補
償
料
の
支
払
い
並
び
に
社
債
権
者
が
要
求
す

る
各
種
積
立
金
の
積
立
て
に
資
金
を
充
当
し
た
後
の

社
債
購
入
者
集
金
口
座
内
の
残
額
（
社
債
計
算
期
日

に
お
け
る
残
額
）
の
全
て
を
用
い
て
も
右
記
の
各
支

払
期
日
に
対
応
す
る
金
額
全
額
の
償
還
が
不
可
能
で

あ
る
場
合
は
、当
該
残
額
を
用
い
て
償
還
が
可
能
な
、

償
還
単
位
の
整
数
倍
の
最
大
金
額
。
こ
の
場
合
、
次

回
支
払
期
日
の
約
定
償
還
金
額
は
、右
記
で
計
算
し
、

現
実
に
償
還
さ
れ
た
償
還
金
額
と
右
記
の
各
支
払
期

日
に
対
応
す
る
金
額
と
の
差
額
に
、
当
該
次
回
支
払

期
日
の
約
定
償
還
金
額
を
加
え
た
金
額
と
す
る
。
た

本
集
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
場
合
は
、
社

債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
振
替
法
」

と
い
い
ま
す
。）第
百
十
八
条
に
て
特
定
社
債
に
準
用
す
る

同
法
第
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
提
示
の
た

め
、
本
特
定
社
債
に
係
る
振
替
法
第
六
十
八
条
第
三
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
し
た
書
面
（
以
下
「
証
明
書
」

と
い
い
ま
す
。）を
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十
二
日
ま
で
に

後
記
~
|
の
送
付
先
に
ご
送
付
願
い
ま
す
。
な
お
、
本
集

会
に
ご
出
席
さ
れ
る
場
合
は
、
当
日
、
当
該
証
明
書
（
代

理
人
ご
出
席
の
場
合
は
更
に
委
任
状
）
及
び
本
人
確
認
書

類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
日
ご
出
席
願
え
な
い
場
合
は
、
事
前
に
議
決
権
行
使

書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

か
か
る
場
合
は
、
左
記
の
本
集
会
が
開
催
さ
れ
る
日
時

ま
で
に
議
決
権
行
使
書
面
を
後
記
~
|
の
送
付
先
に
ご
送

付
く
だ
さ
い
。

記

一
、
日

時

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
日
（
水
曜
日
）

午
前
十
時
〇
〇
分

二
、
場

所

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一

〇
e

二
〇
一
号

天
神
坂
特
定
目
的
会
社
会
議
室

三
、
会
議
の
目
的
た
る
事
項

議

案

本
特
定
社
債
の
社
債
要
項
の
一
部
を
変
更

す
る
件

右
議
案
は
、
本
特
定
社
債
の
社
債
要
項
（
以
下
「
本
要

項
」
と
い
い
ま
す
。）を
大
要
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
た
め

に
提
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
、
本
要
項
第
一
・
一
項
記
載
の
以
下
の
各
用
語
の
定
義

を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
定
義
に
置
き
換
え
る
。
{「
予

定
最
終
償
還
期
日
」
を「
二
〇
一
六
年
二
月
二
十
九
日
」

に
変
更
し
、
|
「
約
定
利
率
」
を
「
基
準
金
利
に
二
・

四
〇
％
を
加
え
た
利
率
（
年
利
）」に
変
更
し
、
}
「
許

容
さ
れ
た
債
務
」
に
つ
い
て
、
è
を
「
発
行
会
社
、
受

託
者
、
又
は
マ
ス
タ
ー
・
レ
ッ
シ
ー
が
通
常
の
業
務
の

過
程
で
発
生
さ
せ
た
無
担
保
買
掛
金
債
務
及
び
未
払
金

債
務
（
但
し
、
弁
済
期
限
六
十
日
以
内
の
も
の
で
、
そ

の
総
額
は
本
特
定
社
債
の
未
償
還
元
本
残
高
の
五
・
〇

％
相
当
額
を
如
何
な
る
場
合
で
も
超
え
な
い
も
の
と
す

る
。）並
び
に
負
担
」
に
変
更
し
、
既
存
の
í
を
î
に
繰

り
下
げ
、
ì
の
次
に
í
と
し
て
「
劣
後
特
定
社
債
の
発

行
に
よ
り
発
行
会
社
が
負
担
す
る
債
務
」
を
追
加
し
、

~
「
単
一
目
的
会
社
」に
つ
い
て
、
æ
A

@
文
中
の「（
但

し
、
信
濃
川
株
式
会
社
を
除
く
。）」
を
削
除
し
、
ç
ü

を
「
発
行
会
社
の
場
合
は
、
本
物
件
又
は
本
信
託
受
益

権
に
関
す
る
自
社
の
権
利
（
所
有
権
を
含
む
。）と
関
係

な
い
業
務
（
な
お
、
劣
後
特
定
社
債
の
自
己
募
集
は
か

か
る
業
務
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。）に
は
一
切
従

事
し
て
い
な
い
会
社
」
に
変
更
し
、
ð
冒
頭
の
「
払
込

期
日
現
在
に
お
い
て
、」
を
削
除
し
、
�
「
社
債
割
当

額
」
を
「
本
信
託
受
益
権
（
御
茶
ノ
水
）
及
び
本
物
件

（
御
茶
ノ
水
）
に
つ
い
て
金
七
億
二
千
二
百
四
十
三
万

七
千
円
、
本
信
託
受
益
権
（
博
多
）
及
び
本
物
件
（
博

多
）
に
つ
い
て
金
八
億
六
千
四
百
二
十
一
万
五
千
円
の

金
額
」
に
変
更
し
、
�
「
リ
リ
ー
ス
必
要
支
払
額
」
の

文
中
の
ü
を
「
各
本
物
件
又
は
本
信
託
受
益
権
に
つ
い

て

当
該
各
本
物
件
又
は
本
信
託
受
益
権
に
係
る
社
債

割
当
額
の
一
一
五
％
相
当
額
以
上
の
償
還
単
位
で
の
本

特
定
社
債
の
未
償
還
元
本
の
償
還
又
は
買
入
消
却
」
に

変
更
す
る
。

二
、
本
要
項
第
一
・
一
項
に
次
の
各
用
語
の
定
義
を
追
加

す
る
。
{
「
劣
後
契
約
」
と
は
、
ü
劣
後
特
定
社
債
権

者
、
発
行
会
社
及
び
本
特
定
社
債
権
者
の
間
で
締
結
さ

れ
た
二
〇
一
一
年
二
月
十
四
日
付
劣
後
契
約
及
び
@

社

債
支
払
補
償
人
が
合
理
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
様
式
及
び
内
容
で
本
特
定
社
債
要
項
に
従
っ
て
締
結

さ
れ
る
そ
の
他
の
劣
後
契
約
を
意
味
す
る
。
|
「
劣
後

特
定
社
債
権
者
」
と
は
、
劣
後
特
定
社
債
の
保
有
者
を

い
う
。
}
「
劣
後
特
定
社
債
」
と
は
、
ü
発
行
会
社
に

よ
り
発
行
さ
れ
、
株
式
会
社
イ
シ
ン
・
ヨ
コ
ハ
マ
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
よ
り
取
得
さ
れ
る
二
〇
一
六
年

十
二
月
三
十
一
日
を
満
期
と
す
る
三
億
六
千
万
円
第
二

回
固
定
利
率
特
定
社
債
（
適
格
機
関
投
資
家
限
定
）
及

び
@

本
特
定
社
債
要
項
に
従
っ
て
発
行
会
社
が
発
行

し
、
劣
後
特
定
社
債
権
者
が
取
得
す
る
そ
の
他
の
社
債

で
あ
っ
て
、
本
債
務
及
び
劣
後
契
約
に
従
っ
て
本
債
務

の
支
払
い
に
劣
後
す
る
も
の
を
意
味
す
る
。

三
、
本
要
項
第
二
・
五
項
æ
を
大
要
次
の
と
お
り
変
更
す

る
。
æ
四
半
期
毎
の
償
還

発
行
会
社
は
、
各
支
払
期

日
（
但
し
、
最
終
償
還
期
日
は
除
く
。）に
、
左
記
の
各

金
額
の
本
特
定
社
債
の
元
本
の
償
還
を
行
う
。
但
し
、

本
物
件
又
は
本
信
託
受
益
権
の
一
部
に
つ
い
て
売
却
そ

の
他
の
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
発
行
会
社
は
、
各

支
払
期
日
（
但
し
、
最
終
償
還
期
日
は
除
く
。）に
、『
左

記
の
各
金
額
』
に
『
当
該
各
本
物
件
又
は
本
信
託
受
益

権
の
売
却
そ
の
他
の
処
分
後
に
残
存
す
る
当
該
各
本
物

件
又
は
本
信
託
受
益
権
に
係
る
社
債
割
当
額
』
を
乗
じ

て
『
全
て
の
各
本
物
件
又
は
本
信
託
受
益
権
の
社
債
割

当
額
』
で
除
し
た
金
額
以
上
の
最
小
の
償
還
単
位
の
本

特
定
社
債
の
元
本
の
償
還
を
行
う
。

だ
し
、
当
該
支
払
期
日
に
お
け
る
本
特
定
社
債
に
か

か
る
支
払
期
限
の
到
来
し
た
手
数
料
、
費
用
、
損
害

金
、
利
息
、
元
本
及
び
社
債
支
払
補
償
人
に
対
す
る

補
償
料
の
支
払
い
並
び
に
社
債
権
者
が
要
求
す
る
各

種
積
立
金
の
積
立
て
に
資
金
を
充
当
し
た
後
の
社
債

購
入
者
集
金
口
座
内
の
残
額
（
社
債
計
算
期
日
に
お

け
る
残
額
）
の
全
て
を
用
い
て
も
償
還
が
不
可
能
で

あ
る
場
合
は
、当
該
残
額
を
用
い
て
償
還
が
可
能
な
、

償
還
単
位
の
整
数
倍
の
最
大
金
額
と
し
、
以
降
の
支

払
期
日
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

な
お
、
以
上
に
拘
ら
ず
、
本
項
に
基
づ
く
累
積
の

償
還
額
の
上
限
は
合
計
で
一
億
二
千
六
百
五
十
四
万

円
ま
で
と
す
る
。

A

二
〇
一
五
年
三
月
以
降
に
到
来
す
る
支
払
期
日
以

降
の
各
支
払
期
日

本
特
定
社
債
買
取
契
約
第
十
三
・
三
条
第
Ｂ
e

七

弁
済
順
位
に
よ
り
本
特
定
社
債
の
元
本
償
還
に
充
当

さ
れ
る
金
額
。
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